《たなはしせつ子リーフレットにもとづく》ハンドマイク演説原稿（例）10・5・25利根沼田地区
ご町内のみなさん。日本共産党です。いま、夏に行われる参議院選挙で、お世話になる、たなはしせつ子のプロフィールや、政策をお知らせする、リーフレットをお配りしています。ぜひお読みください。
たなはしせつ子は、５年前まで前橋市会議員をつとめ、元保育士、いまは共産党のくらし・雇用対策委員長をつとめています。「みんなが笑顔で暮らせる社会」を願って、政治を変える方向を明るく元気にわかりやすく語る政治家です。ぜひこのリーフレットでたなはしせつ子を丸ごと知っていただきますようお願いします。
みなさん。政権が交代したのに、「民主党には期待はずれ、でも自民党政治はこりごり、どうしたら政治が変わるのか？」とお思いではないでしょうか。日本共産党は、政治を変えるには、２つのポイントがあると考えています。
１つは、大企業の利益優先から国民のくらし最優先に切り替えることです。
これまでの自民党政治は、「大企業が儲かれば、国民生活も中小企業も栄える」というやり方で、非正規労働者の拡大など、財界の要望に従ってきました。その結果はどうでしょうか。大企業のため込みは10年間で２倍近くに増えましたが、中小企業の経営は苦しく、国民のくらしはいっそうひどくなって、日本の経済成長もストップしたままではありませんか。日本共産党は、こんなやり方を改めて、大企業のため込みの一部を中小企業と国民に回して、「国民のモノを買う力」を大きくさせて、日本経済を再建しようと訴えています。
政治を変える２つめのポイントは、アメリカにも国民の立場でハッキリ、モノを言える日本に変えることです。いま普天間基地の撤去が、政治の焦点になっています。民主党は、選挙で「最低でも県外」といいながら、アメリカから反対されると迷走し、結局自民党と同じように、沖縄県内に移設すると言い出しました。
沖縄の海兵隊というのは、イラクやアフガンなど海外に侵略することが目的の軍隊で、日本を守る“抑止力”では決してありません。
日本共産党は、志位委員長がアメリカ国務省にも出かけて、「日本中どこにも地元合意の場所はない。普天間問題の解決の道は、移転条件なしの撤去しかない」と国民の声を代弁して、ズバリ主張しました。本当は首相がやるべきことだと、週刊誌でも話題になっています。ぜひ平和を守り、対等平等で本当の友好的な日米関係に変えましょう。
企業献金をもらわず、財界にもアメリカにもズバリ、ものが言える日本共産党が伸びてこそ政治は変わります。日本共産党とたなはしせつ子への、ご支持をよろしくお願いします。
夏の参議院選挙でお世話になるたなはしせつ子は、くらしと営業応援で景気を回復し、日本を元気にするために「いっしょにつくりましょう」と４つの政策を、訴えています。１つめは、高すぎる国保料や介護保険料の引き下げ、後期高齢者医療制度を廃止し、誰もが大切にされる社会をつくりましょう。２つめは、派遣法を変えて正社員があたりまえの仕組みにして、さらに、大企業による下請け泣かせのやり方をやめさせ、人間らしく生きられる社会をつくりましょう。３つめは、日本のどこにも受け入れ先のない普天間基地の無条件撤去を求め、軍事同盟をやめて日米友好条約を新しくつくり平和な日本をつくりましょう。４つめは、都市近郊農業、林業を振興し、安全・安心の食料を供給するとともに、地域の景観や環境を守る農林業をつくりましょう。
最後に、「では、財源はどうするのか」ですが、これは消費税に頼らずに、大企業や大資産家に応分の負担を求め、多すぎる軍事費を削り、ムダな大型公共事業を廃止して財源を作ろうと考えています。
夏の参議院選挙では、「政治を変えたい」というあなたの思いを、比例代表は日本共産党、群馬選挙区はたなはしせつ子に、大きなご支援をお願いしまして、街頭からの訴えを終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。
